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キリストのうちにわたしたちの復活の希望は輝く
（2025年度吉祥寺教会年間テーマ）



　イエス・キリストの昇天と聖霊降臨の後、救いの歴史の新たな段階、す
なわち教会の時代が始まりました。教皇レオ一世が述べたように、「キリ
ストにおいて目に見えるものは、教会の秘跡へと移された」のです。これ
は、キリストが今もなお世界において働き続けていることを意味します。
キリストはご自身の神秘的なからだである教会を通して、特に典礼を通し
て働いておられるのです。
　したがって、秘跡は人間の発明ではなく、キリストが救いの業を継続す
るための神の道具です。洗礼において私たちは新しい命に生まれ、聖体に
おいて養われ、ゆるしの秘跡（告解）において癒され、結婚と司祭叙階の
秘跡においてそれぞれの召命が聖化されます。つまり典礼全体が、救いの
歴史が継続する場となっているのです。
　教会は福音を宣べ伝えるだけでなく、宣べ伝えていることを現実にしま
す。イエスが世界を救われたと宣言するとき、典礼は私たちをその救いへ
と導きます。第二バチカン公会議が、典礼を教会生活の「頂点であり源
泉」であると教えているのはこのためです。すべての司牧的活動――教理
教育、祈り、隣人への奉仕――は、最終的に典礼へと導かれるべきものな
のです。
　典礼の中心である聖体祭儀において、教会はみ言葉の食卓とキリストの
からだの食卓を囲んで集まります。そこで最も重要な出来事が起こりま
す。それは、いけにえであり同時に宴でもある出来事です。私たちはキリ
ストのいけにえにあずかり、同時に彼ご自身を糧として受け取ります。そ
の瞬間、地は天に触れ、時間は永遠に、人間は神に結び合わされます。
　このように典礼は、単なる教会の祈りではなく、神がご自身の働きを現
存させる場です。だからこそ、その深みを発見し、観客としてではなく、
救いの業の共同参与者として、意識的に典礼にあずかることが大切なので
す。

　　典礼を理解する ― カトリック信仰の核心について（その3）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主任司祭 B. Nowak SVD

第３章　救済史の継続としての典礼



「カトリック教会のカテキズム」より

1108　すべての典礼行為における聖霊の使命は、わたしたちをキリストとの交わ
　　　 りに導き、そのからだを形づくることです。聖霊は、枝に実を結ぶ御父の
　　　 ぶどうの木の樹液のようなものです。典礼の中では、聖霊と教会との間に
　　　 もっとも緊密な協力が実現されます。交わりの霊としての聖霊が教会のう
　　　 ちにいつまでもとどまっておられるので、教会は四散した神の子らを集め
　　　 る神的交わりの大いなる秘跡なのです。典礼における霊の働きの成果は、
　　　 聖三位ならびに兄弟たちとの交わりと切り離せないものです｡
1109　エピクレシスはまた、会衆が実際にキリストの神秘に完全にあずかること
　　　 を求める祈りでもあります。「主イエス・キリストの恵み、神の愛、聖霊
　　　 の交わり」（二コリント13.13）はつねにわたしたちとともにあって、感
　　　 謝の祭儀が終わった後も実をもたらすものでなければなりません。したが
　　　 って、教会は聖霊を派遣してくださるように御父に祈ります。それは、聖
　　　 霊が信者をキリストの姿に霊的に変容させることによって、信者の生活を
　　　 神への生きた供え物とし、信者を教会の一致に心掛けさせ、またあかしと
　　　 愛の奉仕とによってキリストの使命にあずからせてくださるためです。

　皆さんは、すべてのミサ聖祭において、典礼を執り行うのはキリストご
自身であることをご存知でしたか？そして典礼にあずかる信者は単なる傍
観者ではなく、キリストの司祭職に参与する者です。次回は、典礼におい
て神がどのように働き、私たちがどのように応えるのか、つまり愛と信仰
の聖なる対話について考えていきましょう。



クリスマスミサの様子



クリスマスミサの様子

ピンクのカズラをご覧にな

られましたか？待降節第3主

日はピンクのカズラが着ら

れることもあるそうです。

今年はザック神父様がお召

しになられていました。前

主任司祭のビジュ神父様も

南山教会で今年はお召しに

なられたそうです。



フィリピンコミュニティ主催の待降節黙想会
令和7年11月29日、吉祥寺カトリック教会にて、フィリピン・コミュニティ

主催の待降節黙想会が行われました。

当日は7つの教会から信徒が集い、フリッツ神父（SVD）の指導のもと、祈

り、聖書の分かち合い、ロザリオ、そして聖母のミサを通して、主の降誕に

向けて心を整える恵みの時を過ごしました。

参加者は希望と平和を新たにし、共同体としての絆を深めました。

【黙想会の様子】

【シンバン・ガビ（待降節ノベナミサ）の様子】

日曜学校クリスマス会

12月21日、日曜学校のクリスマス会が

公開行事として開催されました。司祭

団と日曜学校リーダーたちによるハン

ドベル演奏、司祭団の歌、ゲーム、日

曜学校の聖劇と盛りだくさんの内容で

少し早いクリスマスを楽しみました。



パイプオルガンのメンテナンス、移設完了

祭壇上にありましたパイプオルガンのメンテナンスが完了し、聖堂2階へ

の移設が完了いたしました。かつては2階に設置してあったパイプオルガ

ンですが、聖堂改築等で祭壇上に置かれることとなり、以降長い間祭壇の

上で奏でられて参りました。この度、オルガンの大規模修理を行うと同時

に、本来置かれていた聖堂2階への移設を致しました。オルガンの演奏と

聖歌奉仕の皆様の歌声が会衆席へと再び降り注ぎ、祈りとなる事を願って

おります。今回のメンテナンス（修理）移設は山梨県のガルニエオルガヌ

ムさんに委託致しました。費用につきましては下記をご参照ください。

教会大掃除
12月6日、教会の大掃除を行いました。ご参加いただいた皆様、ご協力、

本当にありがとうございました。



＜カトリック吉祥寺教会＞

〒180-0005 東京都武蔵野市御殿山 1-7-8

TEL 0422-44-0181/FAX 0422-44-0180

URL https://svdtokyo.jp/

＜教会維持献金振替口座 郵便振替＞

口座番号 00120-1-106084 カトリック吉祥寺教会

＜教会事務室受付時間＞

火・水・木・金曜日 10:00〜15:00

土曜日 10:00〜17:00

日曜日 9:00〜15:00

1月6日までお休みとなります

【事務室の冬休み】

　1月6日までお休みとなります。

【駐車場保守工事のお知らせ】

　教会裏タイムズ駐車場の保守工事が行われます。

　1月7日（水）22:00〜1月8日（木）18:00

  ※期間中は駐車できませんのでご注意ください。

【講座の冬休み】

　1月19日までは全講座お休みとなります。

【トイレ掃除ボランティア募集】

　ご協力いただける方は受付事務室までお申し出くださ

　い。土日平日問いません。

【新成人のお祝い】

　1月18日9時ミサ

【日曜学校始業式】

　1月18日9時ミサの後に始業式を行います。

【信徒会館停電】

　1月26日自家用電気工事のため一時停電予定です。

お知らせ　

講座の時間割

ミサの時間

【吉祥寺教会公式LINE】

週に1度、主任司祭より福
音のメッセージと教会から
のお知らせが配信されま
す。是非ご登録ください。


